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Ⅰ 研究主題設定の理由 

 グローバル化する国際社会の中で日本は多くの社会問題を抱えており，世界で起こっている紛争や

貧困，環境問題など様々な問題においても他人ごとではない現実がある。このような社会問題に向き

合うためには，社会参画意識をもち，身近な問題から積極的に関わっていくことが大切である。その

ような中，「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」によると，「私が参加することで社会を少し

変えられるかもしれない」という社会参画に関する調査項目について，日本の中・高校生は他国と比

べて意識が低い傾向が示された。このようなことからも，若者の意識を変えていくには若者が社会に

積極的に関わろうとする態度の醸成につながる教育を進めることが必要である。 

 平成29年３月，新学習指導要領における中学校社会科の目標として，「社会的な見方・考え方を働か

せ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ちグローバル化する国際社会に主

体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成す

る」ことが明記された。生徒が社会認識を深めて，社会的事象を自分のこととして捉え，課題解決に

向けて主体的に学習に取り組むことで，生徒は社会の形成者として自覚し，社会参画意識が向上して

いくと考える。この一連の過程を「社会参画の基礎」と位置付け，将来国や社会の問題に積極的に参

画できる人材の育成につなげたい。 

本校は，真面目で素直な生徒が多く，課題や作業に対して与えられたことには責任をもって取り組

むことができる。しかし，主体的に取り組もうとする生徒が少なく，また，習得した知識を活用して

考察し，自分の意見を伝えることや，他の意見と自分の意見を比較したり考えをまとめて表現したり

することを苦手とする生徒が多い。これは，新学習指導要領における「三つの資質・能力」がバラン

スよく育まれていない状態にあると考える。 

今回の学習指導要領改訂では，高等学校地理歴史科において「地理総合」が必履修科目として新設

されることとなっている（「地理探究」は選択科目として新設）。この科目が設立される背景に，日本

史や世界史と比べて地理の選択者が少なく最低限の地理的技能をもたずに卒業する生徒が多いこと，

地理的技能を生かした空間的思考力の向上が全ての国民に必要な生きる力の一つであること等が挙

げられる。高等学校で新設される「地理総合」，「地理探究」につなげるためにも，中学校で地理的分

野への興味・関心を高め地理的認識を深めたい。また，地理的分野の学習を通して地域の地理的な課

題に気付き，地域の在り方について構想する地理的分野における社会参画の基礎を育成することは，

対立と合意，効率と公正などの視点でより良い社会を目指して考察，構想する公民的分野の学習につ

なぐ上においても意義あるものと考える。 

そこで，本研究では，地理的分野の学習において地理的な見方・考え方を働かせ地理的認識が高ま

る過程を明確にした上で，単元全体で社会参画の基礎を育てていくために有効な学習課題や問いの在

り方について研究し，それを生かして単元構成のモデルを構築していく。授業では，「日本の諸地域」

の単元で諸地域の地理的事象と身近な地域を結び付ける活動を展開する。単元の終末には，身近な地

域に関する問題点や改善策をこれまで習得した知識と新たな資料から判断し，持続可能な町づくりに

向けた地域の在り方について考える学習活動を展開する。 

これらの実践研究によって，地理的認識の深化と社会参画意識の向上，更には社会科の目標である

公民としての資質・能力の基礎を育成することにつながると考え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

 １ 研究のねらい 

(1) 地理的な見方・考え方を働かせることで地理的認識が高まる過程を明らかにする。 

(2) 問いと習得する知識の関連を構造化する。 

(3) 社会参画の基礎を育てるために有効な学習課題の在り方を明らかにする。 

(4) 社会参画の基礎を育てる単元構成のモデルを構築する。 

(5) 検証授業を行い，本研究の成果と課題を明らかにする。 
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２ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

３ 研究の計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題についての基本的な考え方 

(1) 社会科の学習を通して目指す生徒の姿とは 

本研究では，「社会参画」を「自ら計画し，実際に運営するまでの全てに関わること」と捉え，

「社会参加」と区別して考えていく。 

1951年(昭和26年)に発行された「小学校学習指導要領社会編（試案）」の中に，「社会の進展に

貢献する態度や能力を身に付けさせる」，「社会を進歩向上させていくことができるようになるこ

とを目指す」とある。また，現行学習指導要領において，「公民としての資質」の中の一つに，「推

進に向けて主体的に参加，協力する態度」が挙げられていること，新中学校学習指導要領の目標

において，「公民としての資質・能力の基礎を育成する」ことが示されていることから，将来主体

的に社会に参画する人材を育成する点において，社会科の学習が重要な役割を担っており，生徒

の社会参画が社会の形成者として求められている力であることが分かる。 

そこで，生徒が社会科の学習を通して社会的事象を自分との関わりから見つめ，そこから見え

てくる問題を発見し，学んだことを生かしながら他者と協力して問題の解決に向けて考察してい

く力を身に付けられるようにしたい。ここにねらいを定めることで，社会的事象に対する興味・

関心や社会の形成者としての自覚，主体的に社会に参画する意識が高まり，グローバル化する国

際社会に主体的に生きる，平和で民主的な社会の形成者へと成長していくものと考える。 

(2) 社会参画の基礎とは 

前項で述べたように，社会参画は国家及び社会を形成する上で極めて重要であり，教育基本法，

学校教育法においても，「社会の形成者として主体的に社会に参画していく資質や能力を育成す

ること」が明記されている。 

 

地理的な問題を解決する学習過程において，生徒が地理的な見方・考え方を働かせて地理的認

識を高めるために，教師が学習課題及び問いを工夫し，日本の諸地域と身近な地域を結び付ける

単元構成で授業を進めることができれば，生徒は諸地域と身近な地域を関連付けて主体的な課題

解決学習を展開できるようになり，生徒の社会参画意識は向上するのではないか。 
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しかし，内閣府の調査*1）（2013）に

よると，「社会をより良くするため，私

は社会における問題に関与したい」，

「私の参加により，変えてほしい社会

現象が少し変えられるかもしれない」

の調査項目において，諸外国と比べて

社会参画意識が最も低い結果が出た

（図１）。このようなことから，中教審

答申では社会参画への態度の育成が不

十分であることが指摘されている。 

新学習指導要領では，「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学

びに向かう力，人間性等」の三つの資

質・能力が結び付くことで，「公民とし

ての資質・能力の基礎」が育まれてい

くと示されており，「学びに向かう力，

人間性等」の中に，より良い社会の形

成に参画しようとする態度（社会参画）

について盛り込まれた。地理学習を通 

して社会参画の基礎を育むためには，生徒が地理的事象をより身近に感じ，自分に関わる社会問

題として捉えることが大切である。そこで，日本の諸地域の単元の中に身近な地域の学習を組み

込むことで，生徒は諸地域で習得した知識を生かして身近な地域の地理的事象と関連付けて認識

を高められるようになる。そして，生徒が主体的に問題点を見いだして解決に向けて構想してい

く授業が展開できるようになることで，生徒の社会参画意識は向上していくと考える。本研究で

は，この一連の学習過程を通じて育まれた社会参画意識を「社会参画の基礎」と捉え，社会科の

授業を通して育てていく。そのためには，教師が授業の中で身近な地域について考察する場面を

意図的につくり出し，地域の問題解決に向けて主体的に構想していく授業を積み重ねていくこと

が大切である。そして，その成果として社会科全体の目標である公民としての資質・能力の基礎

の育成につながると考える（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 三つの資質・能力の中で育む社会参画の基礎とは 

図１ 社会参画意識に関する調査結果 

 

 

 

*1) 内閣府「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」（2013） 
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(3) 社会参画に関する各校種，領域間のつながり  

図３は，各校種，領域で育てたい社会参画への態度を示したものである。社会参画への態度は，

一時的な取組で身に付くものではなく，小学校から高等学校に向かって徐々に高められていくも

のである。社会科においては，図３のようなプロセスを経て高められていくものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校では，問題解決学習を通して，社会的事象の特色や相互の関連を考えたり，社会への関

わり方を選択・判断したりする学習活動を通して，社会生活について理解し，社会への関心を高

める。さらに，中学校では小学校社会科で学んだ成果を生かし，広い視野に立ってそれぞれの領

域の社会的事象について考察していく。社会参画の視点は，地理，歴史，公民それぞれの領域で

盛り込まれているが，地理的分野においては，位置や空間的な広がりに着目し，日本や世界の地

域に関わる諸事象を捉え，より良い社会の実現を視野に，そこで見られる地理的課題を主体的に，

追究，解決しようとする態度を養う。また，歴史的分野では，時期や推移などに着目してより良

い社会の実現を視野に，そこで見られる課題を主体的に，追究，解決しようとする態度を養う。

これらの領域の学習を基盤として公民的分野の学習に入ることで，社会科全体で主権者として持

続可能な社会づくりに向かう社会参画意識を涵養する。さらに，より良い社会の実現を視野に課

題を主体的に解決しようとする態度が育つと考える。 

 新高等学校学習指導要領では，

地理歴史科の必履修科目として

「地理総合」が新設される（図

４）。この背景には，東日本大

震災等の自然災害により，地理

的技能が全ての国民に必要な生

きる力の一つとして重要視され

たことなどが挙げられている。

「地理総合」では，持続可能な

社会づくりに必須となる地球規

模の諸課題や，地域課題を解決

する力を育むことを目的として 

いる。そこで，高等学校の地理学習へつなぐためにも，まず，身近な地域について持続可能な社

会づくりの視点で考察する力を身に付ける必要があると考える。 

 

図３ 各校種，領域で育てたい社会参画への態度 

 

中央教育審議会教育課程企画特別部会（2015）を基に作成 

図４ 地理総合について 
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(4) 社会参画の基礎に関する地理的分野と公民的分野のつながり 

今回の改訂では，日本の諸地域を学習した後の「地域の在り方」の単元で，身近な地域につい

て社会参画の視点で地理的課題を考察する探究的な学習を行うことが示された。この単元は，世

界や日本の様々な地域で習得した知識，概念や技能を生かして地域の地理的課題を見いだし，解

決に向けて考察する学習を地理的分野のまとめとして行うこととなっている。身近な地域は，生

徒が生活の舞台にしている地域であり，学習対象に直接触れることができる教材の一つである。

しかし，先行研究では，身近な地域に関する授業に対して教材づくりの負担や評価への不安，困

難さを感じている教師は少なくないと指摘されている。三つの資質・能力をバランスよく育み，

社会科の目標である「公民としての資質・能力の基礎」を養うためには，身近な地域を教材化し，

生徒が社会を身近に感じるための工夫が必要である。 

また，社会参画意識が高まらなければ，より良い社会の形成者として社会に参画する態度は育

たないことから，本研究で行う地理的分野の「日本の諸地域」の単元では，世界の諸地域の単元

で培った地球的課題の視点を生かし，学習指導要領に示された考察の視点に基づいて地域を見つ

められるように学習を進める。日本の諸地域は，身近な地域と関連付けやすく，各地域の考察の

視点が明確になっていることから，身近な地域の地理的課題に対して様々な視点で考察できるた

め，社会参画の基礎を育みやすいと考える。そして，地理学習のまとめとなる「地域の在り方」

では，「日本の諸地域」の授業を通して培った社会参画の基礎を生かして実際に地域を調査し，地

域的な問題の解決に向けて構想したことを地図や統計，モデル図などにまとめていく。さらに，

公民的分野では，地理的分野，歴史的分野で構想したことを統合して，現代社会の見方・考え方

を働かせた視点で未来に向けて自分たちができることを考えられるようにし，意思決定や行政機

関への提案，町づくり体験などの活動から，実際の参画へとつなげたい（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 社会参画の基礎に関する地理的分野と公民的分野のつながり 
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図６ 身近な地域における問題意識 

(5) 取り上げる身近な地域について 

今回は，生徒が実際に生活している舞台である長島町にスポットを当て，フィールドワークや

取材を通して教材化を図ることとした。 

長島町は，鹿児島県の北部に位置し，長島，伊唐島，諸浦島，獅子島等の複数の島々から構成

されており，自然が豊かで風光明媚な場所として知られている町である。元々は離島だったが，

黒瀬戸大橋，乳之瀬橋，伊唐大橋等の橋で島々が結ばれ，現在は，獅子島以外の主要な島を車で

移動することが可能である。基幹産業は，ジャガイモやミカン，花卉栽培等の農業，ブリやタイ

等の養殖業をはじめとする漁業が中心で，生産年齢人口の約50％は第一次産業に従事しており，

食料自給率は100％を超えているとされている。また，風力発電，太陽光発電を中心とした再生可

能エネルギーの生産にも力を入れており，その発電量は，長島町全家庭で使用する電気量の約1.5

倍とされている。近年，食料自給率やエネルギー生産の高さから，本町が独立しても成り立つと

いう意味を込めて「長島大陸」(商標)という呼び方が生まれ，自治体を中心に広く使用されるよ

うになっている。 

そこで，本研究では，生徒に「持続可能な町づくり」とい

う視点で身近な地域の地理的事象について考察させることか

ら，「長島大陸」の呼び名や言葉の意味を授業で取り入れて，

社会参画の基礎を育み，生徒の社会の形成者としての自覚，

主体的に社会に参画する意識が高められるようにする。 

 

２ 生徒の実態 

(1) 実態調査の方法 

  ア 対象  長島町立鷹巣中学校第２学年生徒45人 

   イ 実施日 平成29年６月２日(金) 

   ウ 方法  質問紙法 

   エ 内容  社会参画意識と地理的分野への興味・関心 

  (2) 分析と考察 

これまで生徒は，「世界の様々な地域」や

「日本の様々な地域」の単元を通して，世

界や日本国内で起こっている社会問題につ

いて理解を深めてきている。今回の実態調

査では，右のような視点で本校生徒の実態

を調査することとした。この調査を通して，

生徒の身近な地域における地理的事象への

問題意識や社会参画への意欲，地理学習の

有用性について分析を行うこととする。 

ア 身近な地域における問題意識について 

身近な地域が抱えている問題意識につ

いては，図６のように人口問題と環境問

題が大きな割合を占める結果となった。

項目別では，少子高齢化，ゴミ問題，海

上汚染の順に多く回答している。これら

は，長島町が毎月各家庭に配布している

町報等の身近な資料や，家族や地域住民

等から聞いたり，実際に見たりして判断

していると考えられる。無回答の生徒は 

 

少子高齢化(20)

人口流出(3)

ネットワーク環境(2)

交通の便(1)
漁獲量の低下(1) 人口問題

環境問題

地域間の結び付

きに関する問題

資源・エネル

ギー問題

ゴミ問題(9) 
海上汚染(7) 
土壌流出(2) 

【実態調査の視点】 

１ 地域が抱えている問題意識【図６】 

２ 地域の問題に対する，解決への思いと，実際

の社会参画による問題解決への影響【図７】 

３ 地理学習に対する興味・関心【図８】 

４ 地理学習が普段の生活に役立つという意識

（三つの資質・能力を基に）【図９】 

 

（人） 
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図７ 身近な地域の社会参画に関する意識 

いなかったことから，生徒は身近な地域の問題について意識していることが分かった。 

イ 身近な地域の社会参画に関する意識について 

社会参画意識に関する質問項目では，

図７のように「解決したい思い」の回答

と「自らの参画が与える影響」に関する

回答に大きな差が出る結果となった。こ

のことは，「解決したいと思うか」の質問

項目が，内閣府の調査と違い身近な地域

という自分の生活空間に限定した質問と

なっていることが大きな原因であると考

える。「自らの参画が与える影響」に関す

る質問項目では，内閣府の調査より肯定

的な回答の割合が高いものの，約半数の

生徒が否定的な回答をしていた。また， 

社会参画が難しい理由としては，「まだ子供だから（６人）」，「自分一人では難しい（５人）」，

「加速している問題の解決は努力してもできない （５人）」，「いずれ自分は町から出て行く（４

人）」などを挙げていた。 

ウ 地理的分野の学習に対する興味・関心と生活との関連について 

地理的分野の興味・関心については，

図８のように社会科全体と比較して低

い結果が出た。否定的な回答をした理由

として，「様々な資料から地理に関する

情報を調べまとめる（知識及び技能）」や，

「学習課題の解決に向けて考え，判断し，

自分の考えをノートに書く（思考力，判

断力，表現力等）」ことが苦手であること

を挙げていた。 

また，地理学習で学んだことが普段の

生活の中で役立つという意識については，

図９のように「様々な資料から地理に関

する情報を調べ，まとめる（知識及び技

能）」，「学習課題の解決に向けて考え，判

断し，自分の考えをノートに書く（思考

力，判断力，表現力等）」の項目で，「役

立たない」，「どちらかというと役立たな

い」と回答している生徒が興味・関心の

低さと関連しているように低かった。一

方，学習課題の解決に向けて，考え，判

断したことを「ペアやグループで説明し

合ったり，議論したりする（思考力，判

断力，表現力等）」，日本や世界の地域に 

ついて，「より良い社会に向けて課題を追究し，解決方法を考える（学びに向かう力，人間性等）」

の項目については，「役立つ」，「どちらかというと役立つ」と回答している生徒が多かった。こ

の調査結果から，地理的分野への興味・関心を高め，社会参画の基礎を育てていくためにも，

以下の点について授業改善を図っていく必要があると考えた。 

 

11.1

28.9

17.8

44.4

37.8

15.6

33.3

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地理的分野

社会科全体

好き どちらかというと好き
どちらかというと嫌い 嫌い

図８ 地理学習に対する興味・関心 

 

20.0

20.0

33.3

62.3

37.8

13.3

8.9

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

1

思う どちらかというと思う
どちらかというと思わない 思わない

１ 解決したいと思うか 

２ 自分の参画によってより良い方向に改善すると思うか 

図９ 地理学習と生活とのつながり 
 

28.9

31.1

24.4

17.8

51.1

46.7

26.7

35.6

15.6

15.6

37.8

37.8

4.4

6.6

11.1

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4

3

2

1

役立つ どちらかというと役立つ

どちらかというと役立たない 役立たない

１ 資料から地理に関する情報を調べ，まとめる 

２ 自分の考えをノートに書く 
３ ペアやグループで説明し合ったり，議論したりする 

４ より良い社会に向けて課題を追究し，解決方法を考える 
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３ 地理学習の有用性を味わわせ，地理的分野への興味・関心を高めるための工夫（視点１） 

(1) 地理的な見方・考え方を生かした考察とは 

ア 身に付けさせたい地理的な見方・考え方とは  

  新学習指導要領において，社会的な見方・考え方は次のように示されている。 

 

 

 

  これらの視点や方法を用いて，社会的事象について考えたり選択・判断したりする主体的な

学習に取り組むことで生徒の社会認識の高まりが期待できるため，社会的な見方・考え方を働

かせる学習の工夫が必要であると考える。 

地理的な見方・考え方とは，「社会的事象を位置や空間的な広がりに着目して捉え，地域の環

境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中で人間の営みと関連付けて考察する」

ことが示されている。見方・考え方は相互に深い関係があり，本来は一体的に捉えるものであ

るとされている。なお，現行の学習指導要領では，「学習や生徒の思考の過程を考慮して整理し

た場合，地理的な見方とは日本や世界にみられる諸事象を位置や空間的な広がりとの関わりで

地理的事象として見いだすことであり，地理的な考え方とはそれらの事象を地域という枠組み

の中で考察すると捉えられる」と示されている。このようなことから，本研究では，地理的な

見方・考え方を学習や生徒の思考の過程と結び付けるために，分けて捉えることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 地理的な見方・考え方が高まり，地理的認識が高まる過程について 

吉田*2)（2017）は，地理的な見方・考え方を思考方法と関連付け，段階的に考察することで，

持続可能な社会づくりに向けた考察，構想につながり，市民的資質が育つ学習展開の例を示し

た。地理的認識を高めるための前提となるのは，そこに見える地理的事象を把握することであ

る。生徒は，資料から事実を知り，そこから見えてくる地理的事象の位置や分布等について考

察する。また，類似する地理的事象同士から規則性や傾向性を見いだす。次に，自然条件や諸

地域との結び付きについて，人々の生活と結び付けて比較や分析，関連付けを行っていく。 

【地理的な見方】 
どこに，どのようなものが，どのように広がっているのか，諸事象を位置や空間的な広が

りとの関わりで捉え，地理的事象として見いだすこと。また，そうした地理的事象にはどの
ような空間的な規則性や傾向性が見られるのか，地理的事象を距離や空間的な配置に留意し
て捉えること。 
 
【地理的な考え方】  
そうした地理的事象がなぜそこでそのように見られるのか，また，なぜそのように分布し

たり移り変わったりするのか，地理的事象やその空間的な配置，秩序などを成り立たせてい
る背景や要因を地域という枠組みの中で，地域の環境条件や諸地域との結び付きなどと人間
の営みとの関わりに着目して追究し，捉えること。 

社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を考察したり，社会に見られる課題を把握し

てその解決に向けて構想したりする際の「視点や方法」 

《 実態調査から見えてきた授業改善の視点 》 

視点１：地理学習の有用性を味わわせることで，地理的分野への興味・関心を高める。 

○ 地理的な見方・考え方を働かせ，地理的認識を高める手立てについて考える。 

○ 問いと習得する知識の関連を構造化していく。 

視点２：地域の在り方について考察することで，生徒の社会参画意識を高める。 

○ 身近な地域の教材化を図る。 

○ 生徒の思考が諸地域と身近な地域で結び付くようにする。 

視点３：上記の改善点をまとめ，単元を構造化する。 

○ 単元構成のモデルを構築する。 

 

*2) 吉田剛 『二つの学習の側面に機能する地理的概念の体系』 2017 社会科教育８月号 
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そこで，地域や人々の生活におけ

る問題点が見え，その地域が今後も

持続していくためにはどうしたら良

いか，どのような解決策をとれば良

いか構想していく。この構想が，高

まった地理的認識を生かして地域の

在り方を考察する持続可能な社会づ

くりの視点となり，社会参画の基礎

が育まれることで公民としての資

質・能力の基礎の育成へつながると

考える（図10）。 

 

(2) 問いと習得する知識の関連 

  ア 「発問」と「学習課題」 

単元及び単位時間で生徒に身に付けさせたい内容が学習のねらいとなるが，授業者は生徒が

到達すべきゴールを問う形で表現したものを問いとして設定することになる。設定する問いは

大きく２種類あり，教師が発する問いである「発問」に対して，生徒と教師が協働でつくり上

げていく問いである「学習課題」がある。生徒の思考が結び付き地理的な見方・考え方を成長

させるためにも，この二つの問いをつなげてゴールに導くことが大切である。 

イ 問いと習得する知識の関連 

地理的な見方・考え方を働かせ，地理的認識を高めるためにはどのような問いの形があるの

かを，小原*3）（2016）は観点別目標の構造化モデルを示し，習得する知識と問いを結び付けて

図式化した。図11は，そのモデルを参考に，思考と問い，習得する知識の関連について示した

ものである。 

「把握」は，社会を知るための

思考であり，「どのように，どのよ

うな」の問いと結び付く。生徒は，

具体的事実を生かして，写真や資

料から地理的事象の位置や分布，

規則性や傾向性について記述する

ことで「記述的知識」を習得する。 

また，「比較，分析，関連付け」 

は社会が分かるための思考であり， 

「なぜ，どうして」の問いと結び付く。生徒は，記述的知識を生かして，自然条件や諸地域と

の関連について比較，関連付けを行い，自然や地域と人々の生活との因果関係について説明す

ることで，「説明的知識」を習得する。 

「構想」は，より良い社会を作るための思考であり，「どうしたら良いか，どのような解決策

が望ましいか」の問いと結び付く。また，高まった地理的認識を生かし，持続可能な社会づく

りに向けた地理的事象に関わる問題解決策の決定や，目標・目的を実現するための最も合理的

な手段・方法を選択・決定するために行う判断を通して，「判断的知識」の習得につながる。 

このように，地理的事象の事実を認識する段階から，学んだことを活用して地理的事象の因

果関係や根拠をつかみ，地理的事象について構想，判断する段階に応じた問いを教師が意図す

ることで，生徒の思考が結び付き，地理的認識が高まると考える。 

 

 

【図13 思考と問い，習得する知識の関連図】 

 

「観点別目標の構造化モデル」(小原 2016)を基に作成 

図11 思考と問い，習得する知識の関連図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「地理的概念から見る地理的見方・考え方，地理的事象， 
地理的認識などの学習展開上の関係」（吉田 2017）を基に作成 

図10 地理的な見方・考え方の成長図 

*3) 小原友行『アクティブ・ラーニングを位置付けた中学校社会科の授業プラン』 2016 明治図書 
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ウ 単元を貫く学習課題と社会参画の基礎を育てる学習課題 

課題を追究したり，解決したりする学習を，新学習指導要領解説社会編では次のように示し   

ている。 

 

 

 

地理的分野への興味・関心を高めていくためには，学習課題に基づいて思考，判断，表現す

る活動を積み重ねていくことが大切である。今回は，単元全体で社会参画の基礎を育てていく

ために，探究の視点を明確にした単元を貫く学習課題を設定する。設定する学習課題は，解決

しようとする意欲が高まる内容でなくてはならないため，生徒と教師が協働で学習課題を練り

上げて単元を通して課題を解決していくことが望ましいと考える。 

また，「日本の諸地域」で学習した諸地域の

ことから身近な地域の課題解決に向けた構想

につなげるためには，それを結び付ける新た

な学習課題が必要である。その際，生徒の思

考に差異を生み出させる手立てを講じること

が必要である。吉川*4）（2002）は，社会的事

象をより深く考察し，課題解決的な学習へと

発展させるためには，他の社会的事象との差

異について思考させるための問いの必要性を 

述べており，単文型の問いではなく複文型の問いが有効であることを指摘している（図12）。複

文型の問いは，単文型の問いよりも社会的事象の探究視点として優れている点が多く，自然発

生的である，問題点の焦点化がしやすい，直接・間接的な経験と結び付きやすいなどのよさが

考えられる。本研究では，複文型の問いを生かして諸地域と身近な地域を結び付けることがで

きないかと考え，単元の最後に「社会参画の基礎を育てる学習課題」を取り入れて，諸地域と

身近な地域の差異について深い考察ができるようにしたい。 

これらを基に，二つの学習課題によって諸

地域から身近な地域の構想に結び付けた単元

の流れが図13である。まず，資料から生徒と

教師が協働で単元を貫く学習課題を設定する

ことで諸地域を見ていく視点が明確になり，

自然環境や人々の生活の様子などを通してそ

の地域の様子についてより深く考察していく

ようにする。そして，諸地域と身近な地域を

結び付けるために，「○○地方では□□だが，

自分たちの町ではどうすれば良いだろうか」

などの複文型の問いを用いて差異について思

考を深め，新たな学習課題を生み出させる。 

これにより，諸地域を見てきた視点を生かした身近な地域の考察につながり，身近な地域の判

断的知識の習得に結び付く。この流れで授業を展開することで，社会参画意識は高まり，社会

参画の基礎が育まれると考える。 

 

４ 地域の在り方について考察し，生徒の社会参画意識を高める工夫（視点２） 

(1) 身近な地域素材の教材化 

身近な地域は，地理的分野の学習の中でも社会をより身近に感じることができるため，興味・

図13 単元を貫く学習課題と 

社会参画の基礎を育てる学習課題 

 

図12 単文型の問いと複文型の問いの違い 

 

単元など内容や時間のまとまりを見通して学習課題を設定し，諸資料や調査活動などを
通して調べたり，思考・判断・表現したりしながら，社会的事象の特色や意味などを理解
したり社会への関心を高めたりする学習 

 

*4) 吉川幸男 『「差異の思考」で変わる社会科の授業』 2002 明治図書 
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関心を高め，社会参画への意識を高めることができる最も有効な教材であると考える。今回は， 

教師が長島町のフィールドワークや関係機関への取材

活動を通して，身近な地域の問題について直接話を聞

き，検証授業に向けて教材化を図っていく。取材では，

授業の趣旨及び学習の視点を明確に伝えて，必要な情

報や資料の収集につなげる。また，教材化を進める際

には，生徒にとって見慣れたものや生活と密接につな

がっているものを教材化すること，資料を通して考察

する視点を意識することが大切である（図14）。今回の

検証授業では，「環境保全，環境問題」と「人口問題」

をテーマにした単元構成を考えていく。そこで，行政

機関，環境保全を行っている自主団体等へ取材を行う

こととした。 

(2) 諸地域と身近な地域における知識の関連付け 

本研究では，「日本の諸地域」の大単元で社会参画の

基礎を育めるように，生徒が日本の諸地域で習得した

知識を身近な地域と結び付けた学習内容で実施する。 

図15は，諸地域と身近な地域の関連付けの例を示し

た学習内容である。図11で考えたとき，具体的事実や

記述的知識の段階では，個別的な知識であるため身近

な地域にあてはまらない部分が多く，身近な地域と関

連付けて考察することが難しい。しかし，地理的認識

が高められていると，知識の質がより概念化するため

諸地域と身近な地域の関連付けが容易になると考える。

このような手立てを授業に取り入れることで，社会参

画の基礎の育成に結び付けたい。 

 

５ 社会参画の基礎を育てる単元構成のモデル（視点３） 

３，４を基に，社会参画の基礎を育てる

単元構成のモデルを考案した（図16）。 

まず，身近な地域で起こっている地理的

な問題点や考察の視点について触れ，身近

な地域への意識付けを行う。「日本の諸地域」

の単元では，考察の視点に基づいた地域へ

の理解を深めることが大切であるため，高

めた知識を身近な地域に置き換える活動を

毎時間の授業の最後に行う。   

さらに，社会参画の基礎を育てる学習課

題を設定することで，身近な地域の問題点

を焦点化し，「持続可能な町づくり」に向け

て構想を図っていく。学習課題と考察の視

点が単元の中で構造化され，諸地域と身近

な地域が結び付くことで生徒の思考は能動

的になり，社会参画意識の向上が期待でき

る。 

 

 

図15 諸地域と身近な地域の関連付け 

図14 取材を基に作成した資料の一部 

 

長島町の持続可能な社会づくりと 

どのようなつながりがあるだろう。 

 

考察の視点 

図16 社会参画の基礎を育てる単元構成のモデル 
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６ 検証授業Ⅰ（「九州地方 －環境問題，環境保全に向き合う人々の暮らし－」）の実際 

 

 

 

 

(1) 検証授業Ⅰの概要 

ア 小単元名 「九州地方 －環境問題・環境保全に向き合う人々の暮らし－」 

イ 実施学年 第２学年 

ウ 実施時期 平成29年７月 

エ 小単元の目標 

   (ｱ) 社会的事象への関心・意欲・態度 

環境問題や環境保全を中核として，九州地方の地域的特色について関心を高め，意欲的に

追究することができる。 

  (ｲ) 社会的な思考・判断・表現 

九州地方の自然環境や産業等に関する特色ある事象について，多面的・多角的に考察し，

自分の言葉で表現することができる。 

  (ｳ) 資料活用の技能 

自然環境や環境問題，環境保全に関する統計地図や雨温図，人々の生活や産業に関する統

計資料などについて読み取り，ワークシートにまとめることができる。 

(ｴ) 社会的事象についての知識・理解 

九州地方の地域的特色が様々な事象と結び付き，影響を及ぼし合って成り立っていること

を理解することができる。 

オ 指導計画（全５時間） 

時 ねらい 学習課題 本時のまとめ 

１ 

九州地方の自然環境の特
色を，自然環境と災害との関
連から考察する。 

九州地方の自然環
境とどのように向き
合えば良いだろうか。 

多様な自然環境を生かし，自
然と共存しながら生活してい
く必要がある。 

単元を貫く学習課題 
「長島大陸」は，今後も持続可能だろうか。九州地方の環境問題，環境保全に向き合

う人々の暮らしを通して考えよう。 

２ 

九州地方の農業や工業の
特色を，地理的条件と結び
付けて考察する。 

九州地方では，農業
や工業を営む上でど
のような工夫を行っ
ているだろうか。 

利益を得るため，特色ある自
然環境や歴史・文化を生かして
付加価値を生み出したり，輸送
コストを考慮したりするなど
の工夫を行っている。 

３ 

九州地方で起こった環境
問題で共通していることを
押さえ，今後も発展させて
いく上で大切なことについ
て考察する。 

都市化と工業化を
進めていくためには，
環境面においてどの
ようなことが大切だ
ろうか。 

工業化や都市化を進める際
は，環境保全とのバランスを大
切にしなければならない。 

４ 

九州地方における環境保
全に向けた取組を通して，
持続可能な社会づくりを目
指すためにどのようなこと
が大切なのか考察する。 

持続可能な社会づ
くりに向けてこれか
らどのような体制づ
くりが大切だろうか。 

持続可能な社会を目指すた
めには，自治体・企業・住民が
協力して環境問題に向き合う
ことが大切である。 

５ 

長島町の自然問題や環境
保全の取組から問題点を見
いだし，持続可能な社会づ
くりに向けた構想を提案す
る。 

社会参画の基礎を育てる学習課題 
九州地方では，環境保全に関して持続可能な社会を目

指して様々な取組をしているが，「長島大陸」を持続可能
な町づくりにするためにどうすれば良いだろうか。鷹巣
中学校から町へ新たな提案をしよう。 

「長島大陸」をこれから先も持続可能な町にしていくためには，自然と開発のバラン
スを考えながら環境に優しい町づくりを進めていく必要がある。その際，住民は町の取
組や運営に積極的に関わっていかなければならない。 

検証授業Ⅰでは，これまでの研究を基に作成した社会参画の基礎を育てる単元構成のモデルを

生かして授業を進め，生徒の地理的認識と社会参画意識がどのように変容するか検証していくこ

ととした。 
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カ 社会参画の基礎を育てる単元構成 
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【単元を通した学習課題】 
「長島大陸」は，今後も持続が可能だろうか。 

九州地方の環境問題，環境保全に向き合う人々の暮らしを通して考えよう。 

【社会参画の基礎を育てる学習課題Ⅰ】 
九州地方では持続可能な社会を目指して様々な取組をしているが，「長島大陸」にはどのような問

題点があるだろうか。循環型社会に着目して考えよう。 

 

・ ごみ処理にかかる費用が年々上がってきている。  ・ リサイクル率が低い。 
・ 家庭ごみの中に含まれる生ごみの量が多い。    ・ 家畜，堆肥化による悪臭がある。 

【社会参画の基礎を育てる学習課題Ⅱ】 
「長島大陸」が持続可能な町になるために新たな提案策を鷹巣中学校から町へ提案しよう。 

 

 

「長島大陸」をこれから先も持続可能な町にしていくためには，自然と開発のバランスを考えながら環境に優しい町づく

りを進めていく必要がある。その際，住民は町の取組や運営に積極的に関わっていかなければならない。 
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税負担を減らすためには，リサイクル率の向上を図る必要がある。そこで，住民が町や企業と協力

し，生ごみの堆肥化や家畜から出る廃棄物を生かしたバイオマスエネルギーの推進を進めていく。 
 

より良い町づくりに

向けた新たな提案 

【「長島大陸」の由来】 
食料自給率，エネルギー自給率が 100％を超えており，独立しても成り立つことから名付けられた。 
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毎時間の授業のまとめを，長島大陸に置き換えていく。 
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キ 社会参画の基礎を育てる学習活動の工夫 

社会参画の基礎を育てる単元構成により，諸地域と身近な地域を結び付け身近な地域の問題

に対して主体的に向き合う学習活動を更に充実させるため，以下のような工夫を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 第５時の実際 

 

 

学習活動 目的 工夫すること 期待される学習の効果 

資料を通して地域

の様子について考察

する。 

 生徒の地理的

認識を高める。 

 教師による発

問の工夫 

 資料から把握，比較，分析，

関連付けすることで，地理的

認識が高まる。 

諸地域で習得した

知識を基に，身近な地

域について考察する。 

 学んだことが

身近な地域に結

び付くというこ

とを実感させる。 

 諸地域と身近

な地域が結び付

く資料提示 

 諸地域で習得した知識を生

かし，資料を通して身近な地

域と結び付けることができ

る。 

第１時から第４時

までに学習したこと

を生かし，身近な地域

における問題点を見

いだす。 

 身近な地域に

関する問題点を

明らかにし，見通

しをもたせる。 

 身近な地域の

問題点の焦点化 

 地域の問題点を焦点化する

ことで解決すべき点が明確に

なり，より深い考察，構想につ

なげることができる。 

協働的な学びを通

して，課題を焦点化し

たり，解決に向けて考

察したりする。 

 協働的な学び

を通して，生徒の

参画意識を高め

る。 

 グループ内で

の役割分担 

 役割を与えることで，活動

が能動的になり，深い思考に

つなげることができる。 

生徒と共に学習課

題を設定する。 

 諸地域と身近

な地域の差異か

ら，生徒に問題意

識を抱かせる。 

複文型の問い

を生かした学習

課題の提示 

 これまで学習してきた諸地

域の様子を基に，身近な地域

を見つめることができる。 

 身近な地域の問題

に対する関わり方に

ついて考える。 

 積極的な社会

参画の必要性を

実感させる。 

 ゲストティー

チャーの活用 

 身近な地域の問題解決に向

けて積極的に関わっていくこ

との必要性を実感できる。 

過程 学習内容 指導の工夫 教師の発問と生徒の反応 

課
題
把
握 

動
機
付
け 

１ 長島町における持続可能
な社会づくりに向けた取組
を思い出す。  

 
 
 
 
 
 
 
２ リサイクルランキングを
示し，長島町の現状を知る。 

 

【問題の焦点化】 
・ 習得した身近な地域
に関する知識を，持続
可能な社会の視点「低
炭素社会」，「自然共生
社会」，「循環型社会」
に当てはめて，焦点化
させる。 

【課題把握と課題追究】 
Ｔ：「今まで学習した取組は
どこに当てはまるでしょ
うか？」 

 
Ｓ：「低炭素社会と自然共生
社会の部分は当てはまる
けど，循環型社会に当ては
まるものがないね。」 

 
Ｓ：「リサイクル率80％の町
が県内にあるのに，なぜ長
島町は10％なのだろう。」 

 

でも，循環型社
会の視点からの取
組はどうだろう。 

長島町では様々な
取組をしているね。 
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３ 学習課題を提示する。 
Ｓ：「持続可能な社会づくり
に向けてどんな部分が課
題だろうか？」 

課
題
追
究 

情
報
収
集 

 

Ｓ：「処理費用は町の財政を
圧迫しているね。」 

 
Ｓ：「リサイクル率が低下し
ているのはなぜだろう。」 

 
Ｓ：「家畜の排泄物は業者に
処理を依頼しているね。」 

 
Ｓ：「住民アンケートの回収
率が低いのは，住民の意識
に課題があるからだろう
か。」 

考
察
・
構
想 

４ 新たな課題を提示する。 
 
 
 

【構想・練り上げ】 
Ｔ：「持続可能な社会づくり
に向けて新たな提案をし
ましょう。」 

５ 複数の課題を関連付けて改
善策を考え，提案する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 提案を黒板に提示し，統合・
関連付けをしてまとめてい
く。 

 
７ 長島町役場の方からのメッ
セージビデオ１を視聴する。 

【社会参画へのつなぎ】 
・ 九州地方で学習した
諸地域の取組を参考に
させる。 

・ 町へ提案する形をと
ることで，生徒の思考
を能動的にする。 

 
 
 
 
【協働による練り上げ】 
・ より良い提案につい
て，根拠のある意見を
引き出させる。 

 

Ｓ：「風力・太陽光発電の売
電収益金を使ってバイオ
マスエネルギーや生ごみ
の堆肥化を進めれば，持
続可能な社会づくりにつ
ながらないかな。」 

 
 
 
 
Ｓ：「堆肥化は，住民に知っ
てもらうためにも，公民館
や小中学校から導入した
方がいいね。」 

課
題
解
決 

ま
と
め 

８ 単元を通した学習課題の答
えを考える。 

 
９ 長島町役場の方からのメッ
セージビデオ２を視聴する。 

【学習の振り返り】 
・ 諸地域と身近な地域
は様々な関連があり，
社会の仕組みを地域づ
くりに生かすことで，
持続可能な社会の実現
につながる自分なりの
考えをもたせる。 

 

【学習のまとめ】 
Ｔ：「長島町が持続可能な町
になるためには，どんなこ
とが大切でしょうか？」 

 
Ｓ：「役場や企業だけが努力
すればいいのかな。」 

 
Ｓ：「自分たちにできること
を考えることも大切だ
ね。」 

 
Ｓ：「九州地方の学習から，自
助・共助・公助によるつな
がりが大切だと思う。」  

持続可能な
社会づくりの
ためには，一
人一人が主体
的に関わって
いくことが大
事だね。 

 

 

 

個で問題点を見いだす 問題点を焦点化する 

身近な地域に関する資料を基に循環型社会における
問題点を書き出し，グループや全体で焦点化する。 

 持続可能な社会づくりに向けた改善策を，鷹巣中学
校から町へ提案しよう。 

 

九州地方では持続可能な社会を目指して様々な取組を
しているが，「長島大陸」にはどのような問題点があるだ
ろうか。循環型社会に着目して考えよう。 
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(3) 検証授業Ⅰの考察 

ア 社会参画の基礎を育てる学習活動の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫したこと ○ 成 果 ▲ 課 題 

生徒の地理的認

識を高めるための

発問の工夫 

○ 知識の段階に応じた問い

により，地理的事象の把握

から比較，分析，関連付けへ

と知識の段階的な習得が可

能であることが分かった。 

▲ 全ての質問に対して記述させてい

たため，生徒がじっくりと思考する

時間を確保することができなかっ

た。そのため，次の検証授業では，

記述する内容を絞る必要がある。 

 諸地域で習得し

た知識を基に，身近

な地域について考

察するための効果

的な資料提示 

○ 諸地域で使用したものに

近い内容の資料を使用する

ことで，日本の諸地域で学

習したことが身近な地域と

もつながるということを実

感することができた。 

▲ 資料の数が多かったため考察に時

間がかかった。捉えたいことを明確

にし，資料を絞って提示する必要が

ある。 

身近な地域にお

ける問題点の焦点

化 

○ 毎時間，身近な地域につ

いて考察したことを持続可

能な社会づくりの視点に当

てはめていくことで，生徒

は循環型社会に問題がある

ことを理解することができ

た。 

▲ 単元の最後に身近な地域の問題点

を把握するための図を掲示したが，

持続可能な町づくりをより意識させ

るためには単元の最初から図を掲示

する必要がある。これにより，課題

解決の視点を単元全体で見通すこと

が可能となる。 

 複文型の問いを

生かした社会参画

の基礎を育てる学

習課題の提示 

○ 「九州地方では～だが」と

示すことで諸地域を見てき

た視点が明確になり，身近

な地域の考察につなげるこ

とができた。 

▲ 諸地域から身近な地域につなげる

ためにも，差異の思考を生かした課

題設定の工夫を更に講じる必要があ

る。 

 グループ内での

役割分担 

○ 役割を与えたことで，協

働的な活動が活発になっ

た。 

▲ 教師の手立て不足により，協働的

な活動による生徒の思考が深まらな

かったため，思考の可視化や学習形

態の工夫をしていく必要がある。 

 身近な地域と向

き合うための，ゲス

トティーチャーの

活用 

○ 身近な地域の問題に実際

に関わっている人の話を聞

かせることで身近な地域へ

の興味・関心を深め，社会参

画の必要性を自覚させるこ

とができた。 

▲ 今回は事前録画による活用であっ

たため意見交換ができなかった。次

回は，実際に地域の問題に関わって

いる人に授業を見てもらい，生徒の

活動の様子を踏まえて話をしてもら

うことで生徒の社会参画への意識の

向上を図りたい。 
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イ 生徒の変容について 

社会参画の基礎を育てる単元構

成に沿って授業を展開した結果，

「身近な地域の問題について，自

分の参画によってより良い方向に

改善できると思うか」という質問

項目で，88.2％の生徒が「思う」，

「どちらかというと思う」と答え

た。授業前は「解決への思い」と，

「自らの参画が与える影響」に大

きな開きがあったが，検証授業Ⅰ

後では差が縮まる結果になってい

た。このことから，検証授業前と

比べ，生徒の社会参画意識の高ま

りに一定の成果が得られたと考え

られる（図17）。しかし，生徒の変

容がどの段階で変わっていったの

か具体的な見取りが不十分であっ

たため，次の検証授業に向けて改

善していく必要がある。  

また，諸地域の学習を通して社

会参画意識がどれくらい深まった

かを，ワークシートによる記述回

答を基に確認していった（図18）。

授業の第１時に，単元を貫く学習

課題「『長島大陸』は今後も持続が

可能だろうか。」に対する考えを書 

かせたところ，長島町の産業やエネルギー供給の現状などの見えている実態について記述して

いたが，諸地域の学習を通して持続可能な町づくりの視点が育まれていくことで，第５時後の

回答では社会参画を意識した多面的・多角的な記述に変容した。次の検証授業では，思考の深

まりが変容する過程の見取りができるようにしたい。 

ウ 検証授業Ⅱに向けて 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検証授業Ⅱに向けた改善点 具体的な手立て 

地理的認識を高め，諸地域と身近

な地域を結び付ける手立て 

 

・ １単位時間の中で捉えたい内容を焦点化した

ワークシートの工夫 

・ 諸地域と身近な地域を結び付ける資料の精選

に関する工夫 

協働的な活動によって思考を深め

る手立て 

・ 学習課題設定の更なる工夫 

・ 思考の過程を可視化するための工夫 

・ 学習形態の工夫 

生徒の思考の変容を見取る手立

て 

・ 社会参画の基礎の成長と，地理的認識の高まり

を見取る工夫 

 

図18 単元を通した社会参画意識の深まりの例 

 

42.2

20.0

40.0

33.3

17.8

37.8 8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後

授業前

自分の参画によって

より良い方向に改善すると思うか

思う どちらかというと思う

どちらかというと思わない 思わない

図17 社会参画意識の変化 

実態のみで記述 

社会参画の視点での記述へ変容 

 

40.0

20.0

48.9

62.3

11.1

13.3 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後

授業前

身近な地域の問題を解決したいと思うか
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７ 検証授業Ⅱ（「中国・四国地方 －都市と農村の変化と人々の暮らし－」）の実際 

 

 

 

(1) 検証授業Ⅱの概要 

ア 小単元名 「中国・四国地方 －都市と農村の変化と人々の暮らし－」 

イ 実施学年 第２学年 

ウ 実施時期 平成29年10月 

エ 小単元の目標 

   (ｱ) 社会的事象への関心・意欲・態度 

人口問題や都市・村落を中核として，中国・四国地方の地域的特色について関心を高め，

意欲的に追究することができる。 

  (ｲ)  社会的な思考・判断・表現 

中国・四国地方の自然環境や産業等に関する特色ある事象について多面的・多角的に考察

し，自分の言葉で表現することができる。 

(ｳ) 資料活用の技能 

中国・四国地方の人口や都市・村落に関する主題図，統計資料を読み取り，ワークシート

にまとめることができる。 

 (ｴ) 社会的事象についての知識・理解 

中国・四国地方の地域的特色は，様々な事象と結び付き，影響を及ぼし合って成り立って

いることを理解することができる。 

オ 指導計画（全５時間） 

    

 

時 ねらい 学習課題 本時のまとめ 

１ 

長島町の人口に関する資料から，今後消滅する恐れがあることに気付かせる。 

 中国・四国地方の人
口分布の特徴を，自然
環境や地形からつか
む。 

人口が集中している地
域と過疎化が進んでいる
地域はどのように分かれ
ているのだろうか。 

中国・四国地方は，雨が少なく
平野が多い瀬戸内地方に人口が
集中しやすく，山間部や雨量の多
い沿岸部は人口が少ない。 

単元を貫く学習課題 
都市や農村で見られる問題や変化に向き合うために，どのような町づくりが必要だろ

うか。 

２ 

中国・四国地方の農
業や工業の特色を，地
理的条件と結び付け
て考察する。 

中国・四国地方の農業や
工業は，どのような特徴を
生かして営んでいるだろ
うか。 

中国・四国地方の産業は，気候
や地形，交通の便を生かして生
産・輸送している。 

３ 

中国・四国地方の交
通の便が改善された
ことで生じた都市や
農村の問題点につい
て考察する。 

交通の便が良くなるこ
とで，都市や農村ではどの
ような問題に直面してい
るだろうか。 

農村では，若者が都市へ流出す
ることで限界集落が生まれた。ま
た，広島市は人口が増加し，住宅
不足や渋滞等の都市問題が発生
した。 

４ 

中国・四国地方の都
市や農村では，人口問
題の改善に向けてど
のような取組をして
いるか考察する。 

農村や都市では，人口問
題の解決に向けてどのよ
うな努力をしているのだ
ろうか。 

都市では，機能の分散に向けた
取組を行い，農村では，福祉サー
ビスの充実と高齢者の生活環境
整備を進めている。 

５ 

三県架橋，獅子島架
橋構想が実現した際
のよさや問題点を出
し合い，長島町がこれ
から人口減少に対し
てどのように向き合
えば良いか考察する。 

社会参画の基礎を育てる学習課題 
三県架橋，獅子島架橋構想が実現することで，長島町の人口

問題にどのような影響が出るだろうか。また，橋が架かっても
持続可能な「長島大陸」を目指すために，どのような町づくり
が必要だろうか。 
架橋構想が実現すると，長島町の人口流出や少子高齢化がよ

り一層進む可能性がある。これからは，高齢者,若者ともに住
みやすい魅力ある環境づくりや地域間の連携を考えた町づく
りを目指していくことが大切である。 

検証授業Ⅱでは，検証授業Ⅰの分析で明らかになった改善点について単元構成のモデルによる
授業で取り組み，生徒の社会参画の基礎が育まれる過程や思考の深まりの変容が見取れるように
していくこととした。 
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カ 社会参画の基礎を育てる単元構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
陰･

山
陽･

瀬
戸
内 

南
四
国
・
日
本
海 

太
平
洋･

瀬
戸
内
気
候 

中
国
山
地 

四
国
山
地 

 

讃
岐
平
野 

 
南
四
国
は
夏
、
日
本
海
は
冬
に
雨
が

降
る
が
、
瀬
戸
内
は
年
間
を
通
じ
て
雨

が
少
な
い
。 

時
間
距
離 

 

浜
田
自
動
車
道 

 

ス
ト
ロ
ー
現
象 

平
和
記
念
都
市 

 

地
方
中
枢
都
市 

 

限
界
集
落 

町
お
こ
し
・
村
お
こ
し 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

瀬
戸
内
地
方
で
は
、
生
活
や
農
業
用

水
確
保
の
た
め
池
を
作
っ
て
い
る
。 

中
国
山
地
と
四
国
山
地
が
東
西
に
延

び
て
お
り
、
季
節
風
の
影
響
に
違
い
が

出
る
た
め
。 

広
島
県
は
人
口
が
一
番
多
く
、
鳥
取

県
は
人
口
が
一
番
少
な
い
。 

中
央
部
に
山
地
が
連
な
っ
て
お
り
、

人
口
分
布
に
差
が
出
て
い
る
た
め
。 

ナ
ス
は
高
知
、
ミ
カ
ン
は
愛
媛
、
ナ

シ
・
メ
ロ
ン
は
鳥
取
で
栽
培
が
盛
ん
で

あ
る
。 

牡
蠣
や
真
鯛
の
養
殖
は
瀬
戸
内
海
沿

岸
で
盛
ん
で
あ
る
。 

製
鉄
業
は
倉
敷
市
や
福
山
市
、
石
油

化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
水
島
地
区
で
盛

ん
で
あ
る
。 

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、
瀬
戸
内
工
業

地
域
が
分
布
し
て
い
る
。 

瀬
戸
内
海
は
波
が
穏
や
か
で
港
に
適

し
て
お
り
、
原
料
の
輸
出
入
に
便
利
で

あ
る
た
め
。 

気
候
や
環
境
を
利
用
し
て
促
成
栽
培

を
行
っ
た
り
、
生
産
技
術
を
工
夫
し
た

り
し
て
い
る
た
め
。 

ト
ラ
ッ
ク
や
フ
ェ
リ
ー
を
利
用
し
て

近
畿
や
関
東
地
方
に
出
荷
し
て
い
る
た

め
。 

中
国
・
四
国
地

方
の
産
業
は
、
気

候
や
地
形
、
交
通

の
便
を
生
か
し
て

生
産
・
輸
送
し
て

い
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。 

判
断
的
知
識 

【単元を通した学習課題】 
都市や農村で見られる問題や変化に向き合うために，どのような町づくりが必要だろうか。 

近
隣
の
県
や
都
市
か
ら
大
都
市
へ
通

勤
・
通
学
す
る
人
が
増
え
て
き
た
た
め
。 

【社会参画の基礎を育てる学習課題Ⅰ】 
三県架橋，獅子島架橋構想が実現することで，「長島大陸」の人口問題にどのような影響が出るだろうか。 

広
島
市
は
城
下
町
や
軍
事
都
市
と
し

て
発
展
し
た
た
め
。 

・交通の便が良くなり，近隣都市へのアクセスが容易になる。 ・生産物の輸送がしやすくなる。 

・ストロー現象により近隣の都市へ人口が流出する。 ・ベッドタウン化し，長島から通勤・通学する人が増える。 

広
島
市
で
は
、
人
口
増
加
に
伴
っ
て

都
市
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
。 

上
勝
町
で
は
、
高
齢
者
が
身
の
回
り

で
採
れ
る
草
花
を
販
売
し
て
い
る
。 

過
疎
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
た
め
。 

【社会参画の基礎を育てる学習課題Ⅱ】 
「長島大陸」は，持続可能な町を目指すためにどのような町づくりが必要だろうか。 

 

廃
校
を
利
用
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
た
り
し
て
い
る
。 

【長島大陸に関する問題点の提示】 
長島町は，今後人口減少が続き，少子高齢化が進んでいく。 

 

高齢者,若者ともに住みやすい魅力ある環境，地域間の連携を考えた町づくりを目指して
いくことが大切である。 

 

高
知
（
促
成
栽
培
） 

愛
媛
（
段
々
畑
） 

鳥
取
（
ナ
シ
、
メ
ロ
ン
） 

瀬
戸
内
海
（
養
殖
） 

倉
敷
・
福
山
（
製
鉄
業
） 

水
島 

瀬
戸
内
工
業
地
域 

雨
が
少
な
く
平

野
が
多
い
瀬
戸
内

地
方
に
人
口
が
集

中
し
や
す
く
、
山

間
部
や
雨
量
の
多

い
沿
岸
部
は
人
口

が
少
な
い
。 

内
陸
に
向
け
て
住
宅
地
の
開
発
を
進

め
た
り
、
郊
外
と
都
市
を
結
ぶ
交
通
機

関
の
整
備
を
進
め
た
り
し
て
い
る
。 

中
国
・
四
国
地
方
は
、
三
本
の
橋
で

つ
な
が
っ
て
い
る
。 

浜
田
自
動
車
道
が
開
通
し
、
山
陰
と

瀬
戸
内
間
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。 

平
和
記
念
都
市
で
あ
る
広
島
市
は
、

政
治
や
経
済
、
文
化
の
中
心
で
あ
る
。 

交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
ス
ト
ロ
ー
現

象
が
進
ん
だ
。 

農
村
で
は
過
疎

化
が
進
み
、
若
者

が
都
市
へ
流
出
す

る
こ
と
で
限
界
集

落
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
広
島
市
は

人
口
が
増
加
し
、

住
宅
不
足
や
渋
滞

等
の
問
題
が
発
生

し
た
。 

都
市
で
は
、
再

開
発
や
都
市
機
能

の
分
散
を
行
い
、

農
村
で
は
、
福
祉

の
充
実
と
高
齢
者

の
生
活
環
境
整
備

を
進
め
て
い
る
。 

毎時間学んだことを生かして，資料から長島大陸について考える。 

記
述
的
知
識 

説
明
的
知
識 

具
体
的
事
実 

例：廃校を利用した高齢者福祉施設の建設，高齢者や乳幼児に対する福祉サービスの充
実，総合病院の建設，高齢者や若者に対する雇用体制の確立など 

より良い町づくりに

向けた新たな提案 

ま
と
め 

身
近
な
地
域 

断 

判
断
的
知
識 

知 識 

 

都
市
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
。 

【単元を通した学習課題】 
都市や農村で見られる問題や変化に向き合うために，どのような町づくりが必要だろうか。 
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キ 検証授業Ⅱに向けた改善 

(ｱ) １単位時間の中で捉えたい内容を焦点化したワークシートの工夫 

検証授業Ⅰでは，１単位

時間で押さえるべき内容の

全てを教師の発問から進め

ようとしたため，時間が不

足し，生徒に十分思考させ

ることができなかった。そ

こで，１単位時間で捉えた

い内容の焦点化と，生徒の

思考の変容が分かるような

ワークシートの工夫を行っ

た（図19）。 

      生徒には，毎時間の予習

に取り組ませている。予習

を通して習得した具体的事

実を知識として身に付けさ

せるために，主体的な活動

を通して位置や分布を把握

させる。次に，統計資料を

使って習得した記述的知識 

の根拠について，比較，分析，関連付けを行って説明的知識の習得を図る。これにより，記

述的知識の部分と説明的知識の部分を焦点化することができる。また，学習のまとめでは，

授業を通して高めた地理的認識から授業前に予想したことを見直すことで，どのように変容

したか認識できるようにする。 

(ｲ)  諸地域と身近な地域を結び付ける資料の精選に関する工夫  

諸地域の学習で習得したことと身近な地域が結び付くために，考察の視点を焦点化した資

料提示によって諸地域と同様の様子が見られることに気付かせるようにした（図20）。この授

業では，中国・四国地方の学習を通して「農村で起こっている過疎化」や「若者の人口流出

による限界集落の発生」という説明的知識を習得していることを，身近な地域を見ていく際

に，生徒が「自分たちの長島はどうだろうか」という視点で見ていくことにねらいがある。

そこで，「年齢別人口」と「年齢別産業人口」の資料を提示し，「少子高齢化」と「一次産業 

における後継者不足」の２

点から，「自分たちの住んで

いる地域も中国・四国地方

で学習したことと同様のこ

とが言えるのではないか」

ということを気付かせる。 

このように，資料を精選

することで，生徒は諸地域

と身近な地域を結び付けや

すくなる。 

 

 

 

 

 

図19 改善点に基づいたワークシートの工夫 

図20 諸地域と身近な地域を結び付ける資料 

学習課題の答えを予想 

記述的知識の習得 
【地図帳や資料 
  から調べて把握】 

説明的知識の習得 
【比較，分析，関連付け
を通して記述的知識
の根拠について考察】 

学習課題に対する 
本時のまとめ 
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(ｳ) 学習課題設定の工夫 

検証授業Ⅱでは，長島町の持続可能

な町づくりをより意識させるために，

地域が抱えている問題を単元の最初に

確認することとした。中国・四国地方

で取り上げる考察の視点は「都市や村

落，人口問題」であるため，単元の最

初に長島町における人口構成，今後の

変容等について考察させる資料を学級

全体に提示した。長島町が人口減少と

少子高齢化といった大きな課題を抱え

ていることを生徒が捉えた上で，「都市

や農村で見られる問題や変化に向き合

うためにどのような町づくりが必要だ

ろうか」と単元を貫く学習課題を設定

する。この流れにより，生徒は課題解

決の視点を単元全体で見通すことがで

きる。単元の最後では，長島，島原，

天草を結ぶ三県架橋構想と長島，獅子

島を結ぶ獅子島架橋構想を題材に，「架 

橋構想が実現することで，長島町が抱 

えている人口問題にどのような影響が出るか」と設定する。生徒が中国・四国地方の本四連

絡橋建設による人口移動を基に，架橋構想が実現する際の良い点と心配される点について考

察することで問題点の焦点化を図り，長島町の持続可能な町づくりの在り方に向けた考察に

つなげられるようになる（図21）。 

(ｴ) 思考の過程を可視化するための工夫  

 検証授業Ⅰでは，協働的な活動を通して思考を深める手立てが不足していた。そこで検証

授業Ⅱでは，生徒の思考が可視化できるように工夫を行った。図22は，中国・四国地方にお

ける人口増減率の分布図から説明的知識を習得しようと考察した様子である。生徒は，橋や

山地を書き込み，考えたことを可視化することで，地形や交通の便の改善が人口分布に影響

を与えていることを捉えることができる。また，図23は，単元の最後で身近な地域の町づく

りの在り方について構想した様子である。この授業では，身近な地域で問題になっている少

子高齢化の視点と，中国・四国地方の学習を通して理解した町づくりの視点に分け，それぞ

れの視点が結び付くような町づくりの在り方を考えさせる。生徒は，気付いたことや資料か

ら分かったことを書き込みながら地域の在り方について様々な視点から構想できるように

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図21 諸地域の学習から身近な地域に 
つなげる学習課題設定 

 

 

橋の建設と地形等から人口分布
の特徴を分析 

図22 可視化を通して人口分布の 

特徴を分析した様子 

 
図23 思考を可視化することで町づく  

  りの在り方について構想した様子 
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(ｵ) 協働的な活動を促す学習形態の工夫 

協働的な学びには様々な形態があるが，

一般的に行われるペアやグループ活動で

は，一部の生徒が中心となった活動に陥

りやすいという課題がある。そこで，協

働的な活動による学習の質を高めるため，

ジグソー的な学習を取り入れることとし

た。本実践におけるジグソー的な学習の

ねらいは，同じ課題について交流するこ

とを通して，課題について多面的・多角

的に考察できる点，理解の質を揃えて学

習への参画意識を高める点である。そこ

で，図24のような学習形態を取り，全員

に役割を与えることにする。この学習に

より，他のグループの考えから考察の新

たな視点が加わることで，より深い思考

への変容が期待できる（図25）。 

 

 

 (ｶ) 社会参画の基礎の成長と，地理的認識の高まりを見取るための工夫 

検証授業Ⅰでは，社会参画の基礎の成長を意識調査と単元前後の記述だけで見取っていた

ため，検証授業Ⅱでは，次のような見取りを行うことで社会参画意識の変容と地理的認識の

高まりを見ていくことにする。 

社会参画の基礎の成長については，社会参画の基礎の要素である「自分ごととして」，「学

んだことを生かして」，「問題意識をもって」，「主体的に取り組む」を基に指標を作成し，生

徒の記述内容から判断していくことにした。この指標を活用することで，変容した生徒の状

況や個の記述の深まりを見ていくこととする（表１）。 

また，検証授業Ⅱでは，単元の最初に長島町が抱えている人口問題に気付かせてから中国・

四国地方の授業に入る。そこで，授業で学習したことを通して生徒の中で長島町の人口問題 

に対する意識がどのよう

に変容したかを毎時間確

認していく。今回は，授

業の後に「長島町の人口

減少は止められると思い

ますか」と問い，11段階

判断（改善できる：５，

分からない：０，改善は

難しい：－５）を取り入

れることとする（図26）。

この結果をグラフ化する

ことで，生徒がどの授業

でどのように思考が変容

したのか見取ることが可

能となる。 

 

 

図24 ジグソー的な学習のグループ割 

図25 ジグソー的な学習によって思考が深まる例 

 

グループ内で
の考え 

ジグソー的な
学習を通して加
わった考え 

 

表１ 社会参画の基礎の成長を見取るための指標 

 長島町の人口減少は止められると思いますか。今日の授業を通 
して考えましょう。 

 

図26 身近な地域の問題に関する11段階判断 



- 23 - 

 

(2) 第５時の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 学習内容 指導の工夫 教師の発問と生徒の反応 

課
題
把
握 

動
機
付
け 

１ 中国・四国地方で学習した
ことを思い出す。 

 
２ 長島町の人口問題につい
て確認する。 

 
３ 三県架橋，獅子島架橋構想

について確認する。 

【問題の焦点化】 
・  中国・四国地方で学習
してきたことを大観で
きるようにする。 

 
・ 架橋構想と人口問題
を関連付けて考えられ
るようにする。 

【課題把握と課題追究】 
Ｔ：「中国・四国地方では，ど
のようなことを学習した
でしょうか？」 

 
Ｓ：「本四連絡橋が建設され
て人の移動に変化が出て
きたね。」 

 
Ｓ：「新たな人口問題に向き
合うために，都市，農村で
は住みやすい環境づくり
を進めているね。」 

 
Ｓ：「そういえば，長島にも新
しい橋を作る動きがある
ね。」 

４ 学習課題を提示する。 Ｓ：「架橋構想が実現すると，
長島町の人口問題にどの
ような影響が出るだろう
か？」 

課
題
追
究 

情
報
収
集 

 

Ｓ：「近隣都市へのアクセス
が容易になるね。」 

 
Ｓ：「長島町がベッドタウン
になり，近隣都市へ通勤・
通学する人が増えるかも
ね。」 

 
Ｓ：「中国・四国地方のよう
に，ストロー現象で人口が
流出するかも。」 

 
Ｓ：「そうしたら，少子高齢化
が更に進むかもしれない
ね。」 

考
察
・
構
想 

５ 新たな課題を提示する。 
 
 
 

【構想・練り上げ】 
Ｔ：「どのような町づくりを
進めていけば良いでしょ
うか？」 

６ これからの町づくりについ
て，複数の資料を関連付けて
考える。 

 
７ ジグソー的な学習により，
考えを深めていく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 提案を黒板に提示し，これ
からの町づくりの在り方に
ついて構想する。 

【社会参画へのつなぎ】 
・ これまで学んだこと

を参考にさせる。 
 
【協働による練り上げ】 
・ 全員に役割をもたせ，

能動的な活動を促す。 
 
・ より良い提案にする
ために，根拠のある意
見を引き出させる。 

Ｓ：「中国・四国地方で学習し
た村おこしの取組は，長島
でも生かせそうだね。」 

 
Ｓ：「でも，若者の流出はどう
するの？」 

 
Ｓ：「第二次，三次産業が発
展すれば，定住する若者
が増えるかもしれない
よ。」 

 
Ｓ：「都市の方へ出て行った
人たちが戻ってくること
も期待できるね。」 

 
Ｓ：「高齢者が住みやすく，若
者にとって魅力ある町づ
くりができればいいね。」 

個で問題点を見いだす 問題点を焦点化する 

 架橋構想が実現したときに考えられる良い影響や心
配される影響について，グループで共有し学級全体で
焦点化する。 

 
 

橋が架かっても持続可能な「長島大陸」を目指すた
めに，どのような町づくりが必要だろうか。 

 

 

橋が建設される
と，人口減少が更
に進むかもしれな
いね。 

架橋構想が実現することで，「長島大陸」の人口問
題にどのような影響が出るだろうか。 

 

(1) 資料を基にグループ
内で考察し，ホワイト
ボードに記入（黒） 

(2) 他のグループの考え
を取り入れ，自分たち
のグループに，新たな
考えを盛り込む（赤） 
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(3) 検証授業Ⅱの考察 

ア 社会参画意識の変容について 

(ｱ) 「身近な地域の問題を解決したいと思うか」について 

  身近な地域の問題解決に対する参画意識

は，図27に示す結果となった。実態調査の

ときと比べて，肯定的に捉える生徒が２回

の検証授業を通して徐々に増加した。また，

実態調査のときには否定的に捉えていたが，

検証授業Ⅱを終えて肯定的な考えへと変容

した生徒は７人いた。これは，諸地域の学

習から身近な地域に考えを引き寄せ，身近

な地域の問題点を見いだす過程の中で，

徐々に町民としての所属感が芽生えてきた

ことが理由の一つとして考えられる。 

(ｲ) 「自分の参画によってより良い方向に改善できると思うか」について 

身近な地域の問題解決に対する参画意識

の変化は，図28に示す結果となり，検証授

業を重ねるごとに肯定的に捉える生徒が大

幅に増えた。また，実態調査のときには否

定的に捉えていたが，検証授業を経て肯定

的な考えに変容した生徒は15人いた。 

図 29は，ある生徒の記述から見取った社

会参画意識の変容である。この生徒は，実

態調査時に「（自分が関わっても）改善はで

きない」という否定的な意見を書いていた。

検証授業Ⅰ後の調査においても考えが変わ

ることはなかったが，検証授業Ⅱを通して

「参画することで（自分の住んでいる町の）

問題を知ることができる」と，問題意識を

もつことの重要性に関する記述へと変容し

た。このように，問題点を解決するための

構想を練ることで，これまでの生活では見 

課
題
解
決 

ま
と
め 

９ 地域間の連携という視点で
本時のまとめを行う。 

 
 
 
 
 
 
10 地域おこし協力隊の方の話
を聞く。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【学習の振り返り】 
・ 中国・四国地方で学習
したことと身近な地域
を結び付けることで，地
域の様子が見えてくる
ことを自覚させる。 

 
 
・ ゲストティーチャー
の話を通して，社会参
画の必要性を再確認す
る。 

【学習のまとめ】 
Ｔ：「近隣の地域とはどのよ
うな関係が望ましいで
しょうか？」 

 
Ｓ：「西九州エリアとして，島
原や天草と連携していく
ことが大切だと思う。」 

 
Ｇ：「長島の未来を担う立場
として，地域や学校の取組
に積極的に関わってほし
い。」 

 
Ｓ：「長島町は，自分たちでつ
くり上げるという意識を
もつことが大切だね。」 

 

交通の便を生か
して，それぞれの
町が連携すること
が大切だね。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

46.7

40.0

20.0

51.1

48.9

62.2

2.2

11.1

13.3 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅱ

検証授業Ⅰ

実態調査

身近な地域の問題を解決したいと思うか

思う どちらかというと思う

どちらかというと思わない 思わない

図27 社会問題に対する解決意識の変化  

 

35.6

42.2

20.0

51.1

40.0

33.3

13.3

17.8

37.8 8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅱ

検証授業Ⅰ

実態調査

自分の参画によって

より良い方向に改善すると思うか
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図28 参画が与える影響に対する意識の変化 

  

 
図29 社会参画意識の変容 
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えていなかった視点が生徒の中に生まれ，生徒の社会参画意識の向上に結び付くのではない

かと考える。 

イ 地理学習の有用性を味わい，地理的分野への興味・関心を高める手立てについて 

(ｱ) 発問と習得する知識，諸地域と身近な地域を結び付ける手立てについて 

図30は，中国・四国地方の産業

における知識の成長と身近な地域

へのつながりを示したものである。

記述的知識は，位置や分布，場所

を問い，中国・四国地方の産業分

布を把握することで習得される。

説明的知識は，産業が分布してい

る根拠について問い，資料やグラ

フ等からの比較，分析，関連付け

を通して，気候や地形，交通の便

のよさを見いだすことで習得され

る。さらに，高めた知識を結び付

けて，中国・四国地方の産業の特

徴についてまとめさせる。 

身近な地域への結び付けは，諸

地域で学んだことと関連付けるこ

とで可能となる。この授業では，

身近な地域の産業，気候，地形，

交通等に関する資料を基に「長島

町はどうだろうか」という視点で

考察させることで，生徒は身近な 

地域の産業について多面的・多角的な考察ができるようになった。 

このように，段階的な問いによって生徒の地理的認識が高まり，高めた知識によって諸地

域と身近な地域を結び付けることができるようになる。 

 (ｲ) 単元を通した学習課題と，社会参画の基礎を育てる学習課題の設定について 

図31は，検証授業ⅠとⅡの単元を貫く学習課題及び社会参画の基礎を育てる学習課題に対

する変容の違いと生徒の記述例を示したものである。 

検証授業Ⅰの単元を貫く学習課

題は，身近な地域に特化している

ため，身近な地域に考えを引き寄

せられるというよさがあった。そ

の一方で，考えが身近な地域に

偏ってしまうことで視野が狭くな

り，諸地域と身近な地域を毎時間

結び付けることに難しさがあると

いった課題点が出てきた。検証授 

業Ⅱの学習課題は，諸地域，身近な地域共に考察できる汎用性の高い学習課題となっている

ため，毎時間の授業で諸地域と身近な地域を結び付けやすい展開で進めることができた。 

社会参画の基礎を育てる学習課題については，検証授業Ⅰの「解決策の提案につなげる学

習課題」と検証授業Ⅱの「地域の在り方について考えるための学習課題」で設定したが，こ

れらの単元を通した生徒の記述などから，どちらの学習課題においても社会参画意識が高

 
図30 諸地域で習得した知識を身近な地域に 

関連付けた例 

 

b 

図31 学習課題に対する生徒の記述の例 
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まっていることが分かった。身近な地域について考えを深めるため，学習課題を基に授業を

進めることは，①生徒が問題意識をもって地域を大観するための視点として有効であること，

②設定する学習課題は諸地域及び身近な地域共に考察できる汎用性の高い内容が望ましい

こと，③複文型による諸地域と身近な地域をつなげる新たな学習課題設定が有効であること

の３点が明らかになった。さらに，社会参画についての調査結果（図 27，図 28，図 29）か

ら，日本の諸地域における各単元においては，身近な地域に関する問題点を示し続けること

が，生徒の社会参画意識の高まりに影響を与えることが分かった。 

ウ 社会参画意識を高める手立てについて 

 (ｱ) 諸地域と身近な地域を結び付けることについて 

検証授業Ⅱでは，生徒が中国・四国地方について学習したことと身近な地域を結び付ける

ことができるように，毎時間課題を提示して取り組んだ。記述を見取る視点については，表

１を活用し，社会参画の基礎の要素である「自分ごととして」，「学んだことを生かして」，「問

題意識をもって」，「主体的に取り組む」という視点で，生徒の記述を判断した（図32）。 

授業後に示す課題の内容や指示

の出し方の違いはあるが，全体的

に成果が表れたのは，「自分ごとと

して」，「問題意識をもって」，「主

体的に取り組む」の三つの視点で

ある。単元の最初は，身近な地域

を見る視点が「自然環境」に限定

されていたが，授業を進めること

で，「産業」，「人口問題」，「交通の

便」，「町づくり・村おこし」など

の考察する視点が増えてきたこと 

が，生徒の記述内容の深まりと関係していると考えられる。一方，「学んだことを生かして」

の項目については，生徒が習得したことを活用できるようになるための手立てが不足してい

たため，諸地域の学習を通して習得したことを生かした表現が十分にできていなかった。諸

地域から身近な地域に引き寄せて考察する際に，授業の中で習得した知識を積極的に活用で

きる場面を意図的に設定することが大切であると考える。 

(ｲ) 身近な地域の問題に対する意識の変容 

「長島町の人口減少は止められ

ると思いますか」に対する11段階

判断では，図33のように生徒に

よって考え方に違いがあることが

分かった。第５時を例に挙げると，

ＩさんとＫさんは授業を通して肯

定的な判断をしており，「対策をと

れば改善の余地がある」など意見

を述べていた。一方，ＨさんとＪ

さんは，否定的な判断をしており，

「他の地域に比べて人口の少ない 

長島町では，対策を取っても人口減少を抑制できない」，「若者はどうしても規模の大きい都

市に移ってしまう」という意見を述べていた。これらの判断，記述から，授業を通して生徒

の考え方に大きな違いが出てくることが分かった。 

 

 
図33 身近な地域の問題に対する意識の変容 

長島町の人口減少は止められると思いますか 

 

図32 諸地域と身近な地域の結び付きに関する生徒の変化 
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また，身近な地域の問題に対する判断について，Ｈさんの振れ幅が最も大きく，最終的に

Ｈさんは，「止められない」と判断している。この生徒の学習を通した変容は図34のとおりで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈさんは，第１時の学習で長島町の地形図や人口ピラミッド等を基に，肯定的な考えであ

る「２」と判断している。これは，長島町の中でも人口が多い本校の中学校区のみの範囲で

判断していることから，狭い認識の中で考えていたということが記述から推察できる。第２

時の学習では，長島町の主要産業である農業，水産業が人口減少に歯止めをかけると考え，

前時と同じ「２」と判断している。第３時の学習では，黒瀬戸大橋の建設による人口流出の

事実について資料から読み取った記述が見られるが，人口減少についての判断は「２」と変

えていない。しかし，第４時の学習になると判断が一変し，「－１」となっている。これは，

資料から長島町の「生産年齢人口の減少」という視点がＨさんの考えに入ってきたことが理

由だと見取れる。そして第５時の学習では，架橋構想実現に伴う人口流出の加速化から授業

前に「－３」と判断した。さらに，授業後では，若者の流出は止められないと考え，「－５」

の判断に変容している。しかし，Ｈさんは，「魅力ある町づくり，住みやすい環境づくりが大

切」と，人口減少が進む中で新たな町づくりの必要性を記述している。これは，中国・四国

地方の学習で習得した知識が概念化し，持続可能な町づくりに向けて身近な地域の問題解決

の視点として生かせると判断したからだと捉えられる。この思考過程と記述から，Ｈさんは，

身近な地域の地理的事象を自分ごととして捉えるようになり，学んだことを生かして身近な

地域の問題を見いだし，主体的に問題の解決に向けて構想できるようになった。このＨさん

の意識の変容は，社会参画の基礎及び地理的分野における「より良い社会の実現を視野に，

そこで見られる課題を主体的に追究，解決する態度」が身に付いた姿であるとも言える。 

このように，授業を積み重ねることで生徒に社会的事象を考える新たな視点が取り込まれ，

身近な地域の問題解決に向けた多面的・多角的な考察につながり，生徒の社会参画の基礎の

成長に影響を与えることが，生徒の記述と 11 段階判断から見取れた。 

 

 

図34 諸地域と身近な地域の結び付けと問題解決に対する意識の変容（Ｈさんの例） 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1) 地理的な見方・考え方を働かせ，地理的認識が高まる過程の明確化について 

○ 地理的な見方・考え方を働かせ，段階的な考察によって地理的認識を高める手立てを明らか  

にすることができた。 

(2) 問いと習得する知識の構造化について 

○ 習得する知識に対応した問いと，生徒の思考の関連を構造化することができた。 

(3) 社会参画の基礎を育てるために有効な学習課題の在り方について 

○ 地理的な見方・考え方の五つの視点を踏まえ，習得したい知識の質に応じて発問の仕方を工

夫することで，段階的な知識の習得につながった。  

○ 諸地域，身近な地域共に考察できる単元を貫く学習課題の設定により，生徒は両方の地域を

同じ視点で見ることができるようになった。また，諸地域で学んだことを身近な地域に引き寄

せて考えることにもつながった。 

(4) 社会参画の基礎を育てる単元構成のモデルについて 

○ 学習指導要領で示されている「考察の仕方」の視点を生かして身近な地域を取り扱うことで，

生徒は身近な地域が抱えている問題点を見いだすことができた。 

○ 毎時間学んだことを身近な地域について置き換えることで，考える視点が増え，生徒の思考

が深まっていった。 

○ 身近な地域の問題解決に向けて構想する時間を各単元の最後に設定することで，生徒は様々

な視点から思考し，活動が能動的になった。 

○ 上記(1)，(2)，(3)を踏まえた指導計画を作成し，授業を進めることで，生徒の社会参画意識

が高まり，社会参画の基礎の育成に結び付いた。 

 

２ 今後の課題 

○ 歴史的分野における社会参画の基礎を育む手立て，さらに，地理，歴史的分野で培った社会参

画の基礎を公民的分野に結び付ける手立てについて研究を進める。 

○ 習得した知識を，身近な地域に生かすための手立てについて検討する。 

○ 他の領域や教科と連携するためにも，カリキュラムマネジメントにより，全教育活動を通じて   

生徒の社会参画の基礎を育てる教育課程の編成について検討する。 
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 本研究は，将来社会に参画できる生徒を育成するという視点に

立ち，日本の諸地域と身近な地域を結び付け，身近な地域の在り方

について構想する活動を通して，社会参画意識を高める学習を創

造したものである。 

 まず，社会参画の基礎を育てるために中学校地理的分野におけ

る役割を明らかにし，それらを基に「地理的な見方・考え方の成長」

と，「学習課題，問いと習得する知識の関連」を構造化した。次に，

「日本の諸地域」の単元考察の視点を基に身近な地域の教材化を

図り，段階的に知識を高めることで諸地域と身近な地域が結び付

くようにした。さらに，どの地域でも汎用的に活用できる単元構成

のモデルを作成し，生徒の社会参画意識が単元を通して高まるか

検証した。 

 研究の結果，諸地域と身近な地域を結び付け，身近な地域の課題

解決に向けて能動的に思考し，社会参画意識が高まった生徒が増

えた。また，地理的認識の成長と社会参画の基礎の育成に，単元構

成のモデルが有効であることが分かった。 

 学習指導要領が改訂されたが，社会科教育のねらいが「公民とし

ての資質・能力」を培うことにある点は変わらないものである。し

かし，情報化やグローバル化が人間の予測を超えて加速度的に進

む予測困難な時代にあって，一人一人が未来の創り手となること

が期待される中，主権者として持続可能な社会づくりに向かう社

会参画意識の涵養や，より良い社会の形成者として課題の追究や

解決に主体的に取り組む態度の育成は，これまで以上に求められ

ていく。 

本研究は，その意味でも時機を得た研究であるとともに，これま

で公民的分野において研究されることが多かった社会参画の基礎

の育成を，地理的分野において研究を深めた点に大きな意義が見

られる。検証結果からも，日本の諸地域で学んだ知識を，生徒が日

頃生活している身近な地域に結び付け，課題を見付け，解決に向け

て構想していくことは，生徒の生きて働く知識・技能の習得につな

がるものであると思われる。 

もちろん，社会参画の基礎の育成は，一朝一夕には成就しないも

のである。教師は，主権者としての資質・能力，つまり公民として

の資質・能力の育成を目指し，学習課題や問いを工夫し，更なる主

体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善を図っていく

必要がある。その意味で，本研究はその第一歩を踏み出した段階で

あり，今後の継続的な取組を期待している。 


